
- 軽量
- 取り付け時間の短縮・簡素化

- 環境にやさしい

斜面の強化および土壌の保持
テラロック™ システム



ドライバー：
アンカーにドライバーツールを挿入し
表面に差し込みます。

ヒント：プロのようにキレイに仕上げるには、必要に応じてグリップルのワイヤーカッターを利用してワイヤーをグレード以下に
　　　     切断してください。

GPDを使用し、アンカーを必要な深さ
まで挿入します。

固定：
ジャックジョー®を使用し、ドライバー
ツールを抜き、固定システムを載せます。

‘握って引っ張る’ 
ロックシステム

テラロック™システムは鍵となる工学的原則と特別に設計された製品を組み合わせ、現場の材料の自然な特性をうまく利用
することで、その安定性を高めています。グリップルの革新的な「グリップ（握り）」と「プル（引き）」.の技術は、アンカーシステムと
TRM（芝強化マットTurf Reinforcement Matting）によって補完され、包括的かつ、信頼性のあるソリューションを提供します。

FAILURE PLANE

FAILURE PLANE

世界中の現場で使用されているグリップルのテラロック™システムは、激しい浸食と斜面安定への地質工学の革新的手法で
あり、設置時間と労力を大幅に節約し、安全性と植生成長促進をもたらします。

このシステムは下記に適していますが、これに限定されるわけではありません。:

自然を強化する事により、持続的で耐久性のある緑豊かな構造を作りだすテラロック™システムは伝統的な土壌保持と斜面安定化
手法に取って代わる、あるいはそれと連動するように設計された革新的な次世代ソリューションです。

仕組みグリップル

テラロック™ システム

Anchor
潜在的な故障面の下で安定した土壌に固

定することで、大地の変動を防ぎ、安全要素
を高めます。

テラロック™アンカーの革新的な取り付け方法
と「フリップ」により、最小限の弊害で土壌
エンジニアリンク特性を利用することが

できます。

取り付け方

TRM
地表に合わせ密着に接触し、材料間で複合

化させます。アースTRM混合物はその表面を安定化
させ、開かれた3D構造は植生の急速な成長を 助け、

その根はTRM と共に複雑なマトリックスを形成し自然
を強化します。

TRMの強度により斜面が安定し高い荷重に耐え、
故障面を超えて表面からアンカーに繋が

り、動きを抑えます。

水の管理
グリップルの油圧設計によりTRMは正しく取り付ける事が出来ます。TRMの浸透性は構造の浸食を防ぐ一方で水と空気による表面
浸食を低減させます。地表植生TRM混合物は、浸食による許容せん断応力を大幅に増加させ、それによって過度の土壌損失を防ぎ
ます。アンカーはその後せん断力を地表の奥深くまで伝え、安全で安定したシステムを確保します。

切断 築堤 川岸浅い斜面の
安定性 水路 湖沼、 放水路

グリップルは建築サービス、耐震保護、農業および土木建設分野において、時間を節約するシンプルで問題解決を提供し市場をリ
ードする革新的なメーカーです。 世界中のパートナーと共にグリップルは時間、労力、およびCO2削減のソリューションを卓越した
技術でサポートし、従業員所有企業として革新する事で知られている世界的に認知されたブランドです。

グリップルは技術に徹したエキスパートチームによる現場での指導とサポートと共に社内での設計および製造された高品質の
製品を特徴とする、斜面安定性と浸食防止への包括的なソリューションを提供します。

システム構造のサイズと外観は
個々の要件によって異なります。

一方向に自由に動かせるローラーに
よりロックがかるシステムです。
そしてワイヤーに強く固定されます。

 終結 テラロック™  
システム構造

 ワイヤーロープ

ピン

 アンカー

3D 芝強化マット
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重機とプラント
重機を用いての作業は、その過程において

定期的に重機を動かす事が必要になります。
テラロック™システムは元々軽量のため、取り付け
費用が削減されるだけでなく、現場での頻繁な
往来も削減され、安全性が大幅に向上します。

近づく事が制限されている場所に対しても
大きなメリットを生み出します。

労力
重機を用いた作業は面倒でしばしば重い
工具を必要とします。テラロック™システムは

手工具で迅速に取り付け可能で、設置
時間は大幅に削減され、

人件費も大幅に削減できます。

 
基礎工事

油圧形状を正しくし、流れを良くする
ために、重機での作業の場合には過

剰な堀削が必要になります。結果として現
場から離れた場所が石かコンクリートで埋
め尽くされます。テラロック™システムは、
流路ライニングに厚みを加えないので

必要な基礎工事を最小限に抑え、
環境面、故障面及び労働力に

メリットをもたらします。

効果のある重機作業はコストも高く排気ガス排出量もあります。また浸食にも弱く、構造的.故障にも陥りやすくあります。グリップルの
テラロック™システムは、現場で使用する重機の必要性を減らしながら、リスクを大きく削減します。

伝統的手法

蛇籠
テラロック™システムはアンカーを利用
する事でより重いソリューションを補完

します。蛇籠の重さと容量は余分な
重い材料などを必要とせずに

増やす事が可能です。

CO2 と他の汚染物質
テラロック™システムは従来の重機を
用いた作業と比較して、二酸化炭素
排出量と放出量を大幅に削減します。

コンクリートは世界の人工CO2排出量の
５％を占めていますが、テラロック™
システムで促進される植生は活発に

CO2を吸収します。

美学
従来のシステムに比べ明らかにメリット

となる点はテラロック™システムによって
なされる緑地化です。落書きなどで

ダメージを受けやすいコンクリートと
比較した場合、自然な植生で仕上げ
られた結果、美観を向上させます。

重機作業が必要な用途も依然あります。グリップルでは、テラロック™システムを総合的なソリューションとして設計していますが、
土質条件に基づいた最適な現場でのソリューションが常に提供されるように、重機作業を効果的に補完しています。軽量であると
共に耐久性のあるテラロック™システムを使用することで、時間とコストを節約することができます。

グリップルで環境にやさしく

植生
テラロック™システムは植生の成長を促
進および増進し、自然そのものが自己保
護できるようにする持続可能な選択肢とな
ります。それは長く持続し、環境にやさ

しく、そして実際に推積作用を
もたらします。

輸送
コンクリートミキサーのような重い

物の輸送には、伝統的な重機が用いら
れるのが特徴です。テラロック™システム
はその軽量化と共に現場での資材利用と
車両と行き来が大幅に削減でき、取扱い
も容易になります。グリップルのシステム

で一回の詰め込みで4900㎡以上
が輸送可能です。
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システムによる利点
グリップルのテラロック™システムは環境に優しい構造を提供しながら、時間や労力、そしてその結果としてコストを大幅に削減します。
このソリューションは、水の近くや斜面しかないところに使用すれば、建築、エンジニアリング、環境の面で多くのメリットがもたらされます。

このシステムは、設計されたサイズと形状の水資源を維持することで破壊や重要な点として洪水のリスクを軽減し、常に正しく
機能し続けるようにします。

技術サービス

緩やかな流れ
テラロック™システムでの植生を使用すれば油圧の流れを制御し、
洗浄やシステムの他の部分への損傷を最小限に抑える事が
できます。

安全要素の増進
アンカーの設置深さはシステムが構造的にしっかりと土壌に
固定されることを保証するよう工学的原則に基づいて計算
されています。

軽量
現場での取り扱いが簡単で、構造物への過剰な負荷を最小限に
抑えます。特に貧弱な土壌での地盤沈下を最小限に抑えます。

急斜面
急斜面や堤防を鋭角にして基礎を減らし、スペースを最大限に
活用出来ます。

沈殿物の制御
土質との密接な接触により土壌粒子が保持され浸食と下流の
堆積を最小限にします。

沈下防止
このシステムは表面を能動的に保持し、地表の沈下を補い、
保持しながら構造奥深くまで固定します。

グリップルは最高の価値工学ソリューションを現場に提供差し上げることをお約束します。弊社の専任のエンジニアチームは
全システムが目的に合い、安全性に即応することを確約致します。弊社のサービスには下記が含まれますが、これに限定
されるわけではありません。

詳細については www.gripple.com. をご覧ください。
無料の現場訪問を含む技術サービスについては 
+44 (0) 114 2288 716. までお電話ください。

コンセプトの発想
現地調査と地番工学レポートの解釈に
よりグリップルは地盤工学的問題を解決
する工学的コンセプトを提供する事を確
約します。根拠を伴う完全な図面化に
より、価値工学的ソリューションを提供
差し上げます。

設置デザイン サービス
グリップルは技術的な推進事項、計算
および図面を含む現場に提示するデザイン
サービスを提供しています。ソリューション
は現場特有のものであり、プロジェクトの
全段階でグリップルのエンジニアからの
意見を含めたカスタムメイドの設置デザイン
です。

トレーニング
エンジニアリングと現場での設置トレー
ニングにより、システムは能力の限り稼働し、
設置者にとっては安心がもたらされます。

CPD
アンカーソリューションに関する認定
CPDコースは、ご要望に応じて利用可能
です。

製品プロバイダー
グリップルは豊富な専門知識を備えた
世界水準の製品製造業者です。事前に
ご依頼頂ければ、弊社は自社の製品設計
エンジニアと協力し、適切なソリューション
を提供します。

テスト
システムとその構成の現場テストとラボ
テストにより、ソリューションが目的に
適し、弊社独自の厳しい品質チェックを
満たしているかを確認します。 

技術的な提示
全グリップル製品には、ベストプラクティス
なインストール手順書が付いています。
さらにアドバイスが必要な場合は、弊社の
技術チームがサポートします。

現場訪問
弊社のエンジニアは「実践的」なアプローチ
を特徴としています。彼らは現場を訪れ
ては手を汚すのが好きで、現場での問題を
理解し、実用的な解決策を提供します。耐久性

長い間使用出来るよう、耐食性材料を使用して製造しています。

τs  = γdSo 
 
γ =  unit weight of water (9810 N/m3) 
d = depth of flow (m) 
S0 = Channel Gradient (8.33 x 10-5) 
 
For 0 Km to 2.00 Km 
 
τs = 9810 x 4 x 8.33 x 10-5 = 3.26 Pa 
 
τs = 9810 x 4.25 x 8.33 x 10-5 = 3.47 Pa 
 
This is within the Terra-lock system allowable shear stress. 

 
The flow velocity of 0.76 m/sec is also within the recommended matting capabilities (4 m/s 
unvegetated and 7m/s vegetated). 
 
Gripple Ltd. Always recommends vegetation of channels, establishing vegetation increases 
both slope and channel bottom factor of safety and thus stability, ultimately without 
vegetation surficial erosion will always occur. 
 
For the vegetation analysis it was assumed to be Bunch with Retardance Class C: Good 
Stand (6”-11”) and poor coverage < 50%. 
 
All designs show significantly improved performance when vegetated, vegetation increases 
slope factor of safety and thus stability through reducing surface erosion, therefore a 
vegetated class C: Good Stand (6”-11”) with up 50% coverage is recommended. 
 
The Gripple Ltd. Terra-LockTM system indicative spacing’s can be found in appendix drawing. 

 
Gripple Ltd. recommend a 0.5 TL100-TA2 System per m2 and 2 TLP-1 per m2 to achieve 
intimate contact between the ground and mat, it also helps to achieve an adequate factor of 
safety.  

 
4. Slope Stability Analysis  

 
Based on the previously established channel geometry and soil information provided, a 
slope stability analysis was carried out.  
 
Gripple are confident in specifying Terra-LockTM system that will adequately stabilise the 
slopes.  

 
We assumed the slopes are inherently stable in terms of global stability and deep seated 
failures. 

 
The following conditions were provided at location ‘LS 18500’ for 4m below: 
 

 
o Cohesive soil 
o Unit Weight of the Soil γ = 20 kN/m3 
o Internal Shear Angle = 12̊ 
o Cohesive Strength = 58.8 Kn/m2 
 
 
 

 
TL-A2 and TL100 can achieve 145kgf in these soil conditions, this should be verified with 
onsite testing. 

This report was generated by LimitState:GEO3.4.a.20820 - www.limitstate.com 

About this Report
This report has been generated using LimitState:GEO, a software application capable of directly identifying the critical collapse mechanism for a wide variety of

geotechnical stability problems, including those involving slopes, retaining walls, footings etc. 

The software utilizes the Discontinuity Layout Optimization (DLO) procedure to obtain a solution (Smith and Gilbert 2007). The main steps involved are: (i) distribution

of nodes across the problem domain; (ii) connection of every node to every other node with potential discontinuities (e.g. slip-lines); (iii) application of rigorous

optimization techniques to identify the critical subset of potential discontinuities, and hence also the critical failure mechanism and margin of safety. 

The accuracy of the DLO solution is controlled by the specified nodal density. Within the set of all possible discontinuitiues linking pairs of nodes, all potential

translational failure mechanisms are considered, whether anticipated or not by the engineer. Failure mechanisms involving rotations along the edges of solid bodies

in the problem can also be identified. Thus in this case the solution identified by the DLO procedure is guaranteed to be the most critical solution for the problem

posed. This means that there is no need to prescribe any aspect of the collapse mechanism prior to an analysis, or to separately consider different failure modes.

The critical mechanism and collapse load factor are determined according to the well established upper bound theorem of plasticity. 

LimitState:GEO reports the solution to a problem both visually as a collapse mechanism and numerically in terms of an Adequacy Factor, which is defined as the

factor by which specified loads must be increased, or material strengths decreased, in order for the system under consideration to reach a collapse state. 

REFERENCE Smith, C.C. and Gilbert, M. (2007) Application of discontinuity layout optimization to plane plasticity problems, Proceedings of the Royal Society A: Mathematical,

Physical and Engineering Sciences, Vol. 463, 2086, pp 2461-2484. 

Summary
Name 

Date of Analysis 

Name of Engineer 

Organization 

Korea, Goodwill 

Tue Jan 24 2017 

Rob Hepworth 

Gripple 

Reference # 

Location 

Map Reference 

Tags 

Type A 

Comments 

Target Nodal Density Nodal Spacing Scale
Factor 

Water 
Model Translational

Failures? Model Rotational
Failures? Seismic Accelerations:

Horiz. / Vert. (g) 

Medium (500 nodes) 

13.9394 

Enabled 

True 

Along edges 

None 

Scenario 

Partial Factor Set 

Short / Long Term?** 

Analysis Type 
Adequacy Factor 

1* 

Unity 

Long Term 

Factor Load(s) 

0.5664 

*This report provides details of this scenario, which has been identified as the most critical. **For Mohr Coulomb materials with Drainage Behaviour specified as

'drained/undrained', undrained properties are used in a short term analysis, and drained properties are used in a long term analysis.

Failure Mechanism (Scenario 1) 

Geometry(all distances in m) 

All Geometrical Objects

No. of Vertices (V) 
No. of Boundaries (B) 

No. of Solids (S) 

12 

14 

1 

復元力
植生の促進に加えて、ソリューション要素が強化されるという事は、
テラロック™システムは本質的に「自己修復」するという事であり、
次の設置まで長く利用できます。
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